
  

 

 

 

今年度、築港中学校では「身近にあるスポーツ施設（大阪プール）を有効に活用した取組みとしてアイ

ス･スケート教室を開催し、運動する楽しさを体験させるとともに、生涯スポーツの土台を育成する」とし

て計画したところ、大阪府スケート連盟の方々の協力もあり、全３回の日程で開催する事になりました。 

 事前アンケートの結果 
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築港中学校の生徒の 65％はス

ケート経験があり、そのうちの

19％はかなり滑ることができる

ようです。「経験なし」の人も大丈

夫！スケート教室では、全くの初

心者や１～４回の経験の浅い人に

もわかりやすく講習会をしていた

だけることになっています。 

ふぁん ふぁん 

※題字のＦｕｎは楽しい・Ｆａｎは愛好者の意味です。 スケートに親しんで欲しいと名づけました。 

左の写真は７日(金)に大阪プールスケートリンクで、ス

ケート教室に先駆けて先生方が講習を受けている様子

です。靴の履き方や上手な転び方からていねいに教え

て頂きました。（詳しくは HP をどうぞ！） 

皆さんは、８日夜にテレビ放映されたグランプリシリーズ

中国大会の男子フリーを見ましたか？ 日本の羽生結弦

選手は、直前に行われた公式練習で中国の選手と激しく

ぶつかり、あごや頭などにけがをしたにも関わらず棄権

せず、頭にテーピングをして演技し２位に入りました。

羽生選手は演技の後、あごを７針、頭の右側を３針縫う

処置を受け、さらに左足の痛みも訴えていたそうです。 

羽生選手に感動したという人たちからは、「試合に対し

ての闘志に涙した」や「羽生選手は日本の誇りです」と

いった意見が数多く上がっていますが、一方で、「もう２

度とこんなむちゃしないで」や、「しっかり検査して無事

でありますよう」など今後の体調を心配する声も寄せら

れています。 〔演技直後の羽生選手〕⇒ 

羽生選手「すごい！」闘志に涙… 


